
 
 

 

令和８年度「＃あおばな in 新和中学校」開催概要 

 

 県内の中学生の皆さんに、知事との意見交換を通して県政を身近に感じてもらうとともに、新鮮

な意見・発想や県政に対する期待等を把握し、開かれた県政の推進と今後の県政運営の参考にする

ため、県民対話集会「#あおばな～青森・未来・対話～」を下記のとおり開催しました。 
 

○日時：令和８年９月２９日（火）１３：３０～１４：４５ 

○場所：弘前市立新和中学校 体育館 

○参加生徒：全校生徒 ７０名 

                                                             

＜生徒との意見交換＞ 

代表生徒からの意見について知事と対話をしました。 

①夢の実現につながるインプット・アウトプットの機会について 

②ＩＣＴ化が青森県や学校生活にもたらすメリット 

③なりたい職業と挑戦したい夢との違いについて 

④日常生活で海外交流ができる機会創出 

 

※知事から生徒へのコメントの一部を紹介します。 

・良い高校、大学に行って、良い就職先に就職することだけがゴールではない。自分の夢や挑戦す

る気持ちを大切にして、自分がやりたい仕事を創る人になることも考えてほしい。 

・海外経験をすることは、自分と向き合ったり、日本や青森の良さを感じるきっかけにもなるので、

ぜひ、あらゆる機会を捉え、海外に行ってみてほしい。 

・皆さんの成長の要素は３つ。①旅をすること ②本を読む（勉強する）こと ③人と会うこと。 

旅をすると今の世界を知ることができ、本を読むと過去を知ったり、人生が大きく変わるきっか

けにもなる。また、人に会うとちょっと先の未来を知ることができる。この３要素をきっかけに

すれば、きっと良い人生が送れるし、良い成長ができると思うので、がんばってほしい。 

 

 

＜対話ゲーム＞ 

意見交換の後、野球ボールを使ったゲームに 30名の生徒が参加し、対話の重要性について考え

ました。 

 

 

 

 

 

 

 


